
京都府のFM（ファシリティマネジメント）推進のコンセプト

京都府経営改革プラン（新・財政健全化指針）

～府民目線に立った税金の有効活用を目指して～

府所有の財産（施設・土地）を経営資源として捉え、府有財産の状況を総合的・一元
的に情報管理し、戦略的な利活用・維持保全により府民サービスの向上と施設維持管
理の経費節減を図る「ファシリティマネジメント（FM）」の推進に取り組む。

府有財産の最大活用による府民サービスの最大化

「京都府行政経営改革推進本部」

＜府有資産活性化検討チーム＞
・経営目的の達成をファシリティの観点から支援

・経営資源としてファシリティを有効利用し、経営効率を向上

②施設の最適な維持保全・

長寿命化の推進

③未利用地等の府有財産の

適正処分と幅広い利活用
①全施設の有効利活用

施設ごとに個別利用 場当たり的な維持保全 未利用地は処分



FM（ファシリティマネジメント)とは？

企業、団体等が組織活動のために施設とその環境を
総合的に企画、管理、活用する経営活動 （ＪＦＭＡ定義）
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JFMA：Japan Facility Management Association 日本ファシリティマネジメント協会



ライフサイクル、将来の

施設（現在・未来）

経営戦略的

最適化・改革

全固定資産・環境

伝統的施設管理 FM

管 理 の 性 格

主 な 目 的

管 理 視 点

関連知識・技術

対 象 時 点

担 当 組 織

現場管理的

維持保全

問題施設

保有施設の現状
（現在）

建築・不動産関係
建築・不動産・経営・財務・

心理・環境、特に情報関連

総務、施設など（単一） 部門横断的（複合）

出典：ファシリティマネジメントガイドブック第2版

伝統的施設管理とＦＭの対比

Facility Management （ＦＭ）を直訳すると 「施設管理」。



ＦＭの機能と目的
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ファシリティを効率的に運用
コスト最小化
効用の最大化
柔軟性・将来の発展
地球環境負荷低減など

職員の満足度、公務能率の
向上

府民サービスの向上
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